
 

 

 

 

２学期終業式式辞 

「２学期の始業式では、『９月には体育祭が控えていること、そして、１１  

月には合唱コンクールが予定されていること、スポーツの秋、芸術の秋と  

なるように皆さん一丸となって八鹿青渓中学校を盛り上げていきましょ 

う。』と話をしました。その２学期を振り返ってみると、皆さんの頑張りによ 

り、“飛躍の秋”“躍動の秋”となったように思っています。 
まずは、体育祭。みんなで踊った八鹿青渓ダンスをはじめとして、各種 

目・各演技で最高のパフォーマンスを見せてくれて、思い出に残る感動的  

な体育祭となりました。そして、文化週間の最終日に開催した合唱コンク 

ール。どのクラスもこの日に向けて一生懸命に練習し、最高の歌声を聞か 

せてくれました。それに加えて、学年合唱や全校合唱の迫力は、今も私の 

心にしっかりと残っています。いっぽう、体育祭や合唱コンクールでは、た 

とえみんなといっしょに参加することができなくても、応援のために会場に 

来てくれた生徒がいたこともとても嬉しかったです。 

１０月には３年生が但馬中学校連合音楽祭に参加し、他校の中学生や 

多くの観客の前で見事な合唱を披露してくれたことも心に強く残っていま 

す。また、２年生を中心にして臨んだ部活動の但馬新人戦ではソフトボー 

ル部、野球部、男子ソフトテニス部、女子卓球部の４つの部が但馬制覇を 

成し遂げましたし、その中でも野球部は近畿大会準優勝まで上り詰めまし 

た。さらに、但馬中学校駅伝では女子が県大会進出を成し遂げました。 

いっぽう、芸術・文化面での活躍もめざましく、理科の自由研究、読書感 

想文、書道、絵画、作文、詩、短詩系文学などの各種コンクールで優秀な成 

績を収めた人も多く出て、努力の成果を遺憾なく発揮してくれました。 

   日常の学校生活に目を向けてみますと、授業中に手を挙げて発表した 

り、グループでしっかりと話し合ったりする姿をよく見た２学期であったよ  

うに振り返ります。また、保健体育、美術、技術、家庭科、音楽などの技能 

系教科において皆さんが頭、手、足、口などをよく動かす活動的な授業を多 

く見られたことも２学期の特徴だったように思います。 

さらに、時間を守ることや一生懸命に掃除に励むことなど当たり前のこと 

を当たり前にやりきるという点でも高く評価できる２学期でしたし、生徒玄 

関前の創造の庭を連日のように多くの生徒が落ち葉拾いをしてくれている 

様子をいつも感動しながら眺めていました。もうひとつ喜ばしいのは、新型 

コロナウイルスやインフルエンザによる学級閉鎖や学年閉鎖がなかったこ 

とです。皆さんが、日頃の健康管理に努めた結果であると思っています。 
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さて、私は、これらのことから今年の２学期を“飛躍の秋”“躍動の秋” 

と言っていますが、皆さんは２学期をどのように振り返りますか。もしかした

ら、自分は各行事や部活動などであまり活躍できなくて実は悔しい２学期だ

ったという人も居るかもしれません。また、学習成績があまり伸びないため

に面白くない２学期だったという人もいるかもしれません。さらには、実は、

人間関係に悩んでいるという人もいるかもしれませんし、ゲームやスマホに

時間を費やしてしまい、後悔の２学期であったという人もいるかもしれませ

ん。しかしながら、世の中には、何の悩みや苦しみもなく完璧な人間なんて

ひとりも居ません。けっして悲観しすぎず、困った時や悩んだ時にはいつでも八鹿青渓中学校の先生方や周囲の

人に相談してほしいと願っています。そして、八鹿青渓中学校２２１名全員が前を向き、次なる３学期においてさら

に“飛躍”“躍動”することを祈っています。 

『一年の計は元旦にあり』と言い、日本では昔から年の始まりを大切にしてきました。皆さんの３学期がさらに

素晴らしいものになることを期待して、２学期終業式の式辞とします。」 

デジタルシティズンシップ教育  

１２月７日（木）、東京都から講師をお招きして、２年生を対象にデジタルシ 

ティズンシップ教育を行いました。これは、パソコンやスマホを使う際のインタ

ーネットモラル教育であり、今回は、①インターネット上のフェイクニュースの

問題 ②インターネット上のいじめ問題 ③デジタルタトゥーの問題 ④インタ

ーネット依存症の問題等についてご講演をいただきました。特に④のインタ

ーネット依存症は、今や薬物アルコール依存症やギャンブル依存症と同じくら

いに社会問題化していて、心身に異常をきたすとの説明があり、深刻に受け止める必要があると感じました。いず

れにしても、インターネット問題解消には各ご家庭の教育力が大きく影響することは言うまでもありません。  

先日、NHK ラジオの番組の中で、インターネット（スマホ・ゲーム等含む）依存症の結果として起きるさまざま

な身体的異常について特集をしていました。内容は以下のとおりです。 

 

 

 

生徒会役員選挙立会演説会並びに投票  

１２月１４日（木）、生徒会役員選 

挙立会演説会並びに投票が行わ

れ、八鹿青渓中学校の新しいリーダ

ーが誕生しました。現３年生が築い

てくれた素晴らしい校風をしっかりと

受け継ぐと同時に、また新しい八鹿

青渓中学校を“創造”してくれると信

じます。演説会のステージに上がったすべての生徒に拍手を送りたい気持ちです。 

①首・肩・腰等の痛み…同じ姿勢で長時間にわたって過ごすことにより起きる。 

②栄養の偏り…食事をきちんと摂らないで過ごすことにより起きる。 

③視力の低下…画面から発せられる光を長時間にわたって見続けることにより起きる。 

④運動不足による肥満…体を動かす時間が減少することにより起きる。 

⑤睡眠障害…昼夜が逆転する等、生活のリズムが崩れることにより起きる。 

 


